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［目的］前報において、「Fﾖ本の食生活全集」により、日本に伝承されてきたアズキの利

用形態を調査した。アズキは祝儀以外に、不祝儀や民間薬等としても利用されていた。特

に、他の豆類との比較から、アズキには赤とい う色に呪術的な意味が込められており、魔

除けとして使用すると効果があると考えられてきたことが明らかになった。そこで、この

結果をもとに、現在のアズキの利用形態を把握するため、日本と、日本と同様にアズキの

食習慣がある韓国において、主に大学生に対し、1996年7  月にアンケート調査を行った。

［調査方法］アンケート対象者は、日本では323 名（武庫川女子大学:89 名、長崎女子短

期大学:91 名、鹿児島県立短期大学:44 名、熊本県立大学:99 名）、韓国では210 名（ソウ

ル保健専門大学:114 名、嶺南大学校生活科学大学:96 名）であった。調査内容は、①ア

ズキの祝儀・不祝儀、民間薬での利用状況、②民間薬で利用する場合の病名と処方等で

ある。

［結果］①両国ともに、祝儀での使用が最も多かった。②日本と比較して、韓国では、

邪気払い、無病息災祈願でのアズキの利用が多く、日本とは異なる韓国独特の風習が見ら

れた。③両国ともに、アズキの民間薬としての利用は少なかった。しかし、日本と比べ、

韓国では、民間薬として使用する場合の病気の種類が多く挙げられていた。
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目的　情報化社会といわれる現在、私たちの生活には多種多様な情報が提供されている。
中でもテレビは生活に密着した情報源としての役割が大きいが、テレビ放送開始以前は、
ラジオがその役割を担っていた。特に婦人を対象とした番組は、大正1  4 年の開局当初か
ら放送され、当時の婦人層に多いに活用されていた。そこで、ラジオ放送における婦人向
け教養番組に着目し、番組の種類と放送内容の特徴を明らかにし、昭和初期のラジオ放送
と家族および社会との関わりについて検討を行った。

方法　婦人向け番組の中から、｢家庭講座｣* および｢ 婦人講座｣ を取り上げ、大正1  5
年から昭和1  2 年までの新聞(東京朝日)、雑誌、書籍を資料として、講演内容をすべて抜
き出し、その内容を趣味・教養、育児・保育、保健・衛生、食品、栄養、調理などの1  3
項目に分類・整理し検索した。(* 雑||(1925･1931)は､150回貼郷肘 におい頂に鮭)

結果　｢ 家庭講座｣ は、趣味・教養(2 6.8%) 、保健・衛生(1 5.3 ％)、｢婦人講座｣
では、趣味・教養(4 0.4%) 、社会・政治・経済(２ 5.9%) の順で多く放送されており、
講座の目的が放送内容に明確に表れていた。放送の対象が、主婦以外の婦人層にも向けら
れ、対象を絞った講座が次々と開設され、内容の多様化と充実が図られた。婦人層の間で
視聴率が増加した一因であると考えられる。また、料理を中心とした食に関する講演の割
合が少なかっだのは、すでに大正1  4 年から料理番組が放送されていたためであると考え
られる。大正から昭和初頭にかけて、女性の社会進出、大学進出、洋装化などの社会風潮
が番組内容に大きく反映し、かつ定着しつつあった事が明らかとなった。
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